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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
繰り返すストレスが熱ショック蛋白質HSP72レベルにどう影響するかは殆ど知られていない｡閉塞性
睡眠時無呼吸症候群 (ObstructiveSleepApneaSyndrome;OSAS)患者は睡眠中の上気道閉塞により低
酸素血症,高血圧等のストレスに繰り返しさらされている｡ そこで,慢性ストレスを伴う睡眠がHSP72
レベルに影響するかをOSAS患者の末梢血単核球を使って検討した｡
11人のOSAS患者で治療前の夜及び治療第一夜に末梢血単核球を分離し,HSP72の蛋白及びmRNA
レベルを各々ウェスタンブロット及びノザンプロットで調べた｡
HSP72は治療前夜では睡眠時間の経過とともに減少したが,治療第-夜は正常人と同様睡眠中に有意
に変わらなかった｡ノザンプロットでも同様の結果を示した｡またOSAS患者の方が正常人よりHSP72
レベルは高く,慢性のストレスが高HSP72の原因である可能性が示唆された｡
本研究はOSASにおけるHSP72についての初めての知見である｡OSAS患者のHSP72が正常人より
多く,睡眠中相対的に減少することを示したものであり,OSASの病態解明及び慢性ストレス下での熟
ショック蛋白質の挙動の解明に寄与するところが多い｡
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従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
尚,本学位授与申請者は平成9年2月4日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認めら
れたものである｡
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